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１ 酒田港の最近の情勢



4

酒田港の概要

本港地区
外港地区 北港地区

本港地区︓古くから栄えた地区。現在は「賑わい空間」。

外港地区︓平成年代に開発。主にコンテナ貨物を取扱う地区。

北港地区︓昭和40年代に開発。リサイクル関連企業が多く⽴地。

主にバルク貨物を取扱う地区。

 酒⽥港は、⼭形県唯⼀の重要港湾であり、物流・産業等を⽀える基盤として重要な
役割を担っている。
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取扱貨物量の推移と⼤宗貨物

 輸入が全体の約6割を占める。ほとんどが⽕⼒発電所及びバイオマス発電所の燃料となる石炭
である。

 取扱貨物量の推移（令和５年）

石炭, 1,487,795 , 55%

揮発油及びその他の石油, 293,087 , 11%

窯業品, 151,973 , 6%

セメント, 122,798 , 4%

木材チップ及び薪炭, 96,612 , 4%

その他, 542,923 , 20%
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出典︓酒⽥港統計年報
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 コンテナ貨物量は、令和２年以降、主要な輸出品目である日用品が輸出先国の経済事情
の変化などの影響により減少傾向である。

■ 品種別貨物量（令和５年）
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出典︓酒⽥港統計年報
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酒田港のリサイクル及びエネルギー関連企業

︓リサイクル関連事業
︓エネルギー関連施設

【凡例】

 酒⽥港は、⽕⼒、バイオマス、太陽光、風⼒の各種エネルギー供給拠点として、さらには⼭形県
の経済と暮らしを⽀える物流拠点として、地域経済を牽引する役割を担っている。

 平成15年4月のリサイクルポートへの指定を契機に、酒⽥港付近のリサイクル関連企業が増加
し、循環型社会の構築に寄与している。



酒田港港湾計画の⼀部変更（令和５年度）

8

防波堤（波除）の追加 ⼟地利用計画の変更

係留施設・⽔域施設の追加

再エネ拠点区域の設定

⼟地利用計画の変更

【港湾計画の方針（追加） 】
海洋再生可能エネルギー発電設備等の導入促進に資するため、海洋再生可能エネルギー発

電設備等の設置および維持管理の拠点を形成する。

 洋上風⼒発電事業に対応するため、令和5年12月に酒⽥港港湾計画の⼀部変更を⾏った。
（⼭形県地⽅港湾審議会︓令和5年9月8日）



洋上風⼒発電事業の概要
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 酒⽥港は令和6年4月26日に国⼟交通大臣より基地港湾※の指定を受けた。
※ 海洋再⽣可能エネルギー発電設備等取扱埠頭（洋上風⼒発電設備の設置及び維持管理に利⽤される埠頭）を有する港湾

洋上風⼒発電に係る促進区域等の位置図

（出典）国⼟交通省港湾局資料を⼀部加⼯

[令和6年12月24日事業者選定]

[令和6年12月24日事業者選定]
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利用開始

岸壁

航路・泊地

波除堤

ふ頭用地

埋立護岸(関連)

直
轄

県

▼
R5d R6d R7d R8d R9d R10d

【スケジュール（予定）】

230m

B’

B

航路・泊地
(⽔深12m)

防波堤（波除）
(175m)

（補助事業）

埋⽴護岸(関連)
(起債事業)

834m

23
0m

風⾞組⽴時に部材の仮置き等
で⼀体的に利用される区域
（26ha）

風⾞組⽴と大規模補修のため
最⻑30年間貸付する区域
（8ha)

岸壁(⽔深12m)(地耐⼒強化)

泊地(⽔深12m)

大浜⻄ふ頭

ふ頭用地
(起債事業)

洋上風⼒発電基地港湾整備の概要
【事業箇所図】
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クルーズ船の寄港

年 ⽉⽇ 船 名

H29
4/1、9/8 飛鳥Ⅱ
5/3、7/8、7/10 にっぽん丸
8/2 コスタ・ネオロマンチカ【初】

H30
7/10、7/12 にっぽん丸
7/1、7/17 ダイヤモンド・プリンセス【初】
8/2 コスタ・ネオロマンチカ

H31
(R1)

5/11 ぱしふぃっくびいなす
7/8-9、7/11 にっぽん丸
4/23、6/23、8/30、9/30 ダイヤモンド・プリンセス
9/16 MSCスプレンディダ【初】

R2~R4 寄港なし

R5
4/6、4/20 シルバー・ミューズ【初】
4/13 ル・ソレアル【初】
4/14、11/3、11/21 ダイヤモンド・プリンセス

R6

5/2 にっぽん丸
4/8、4/22 ウエステルダム【初】
4/10、5/28 ダイヤモンド・プリンセス
4/11、5/27 ル・ソレアル
10/5 MSCベリッシマ (17万GT)【初】

酒田港へのクルーズ船の寄港実績

MSCベリッシマ（17万トン級）

R6年10月5日

R6年4月11日

ル・ソレアル(1万トン級)

古湊ふ頭

展望台

過去最大級
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２ 酒田港港湾計画の概要
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酒田港港湾計画について

• 目標年次︓20年〜30年先
• 酒⽥港の将来像、⻑期的な港湾整備の⽅向性、空間利用のゾーニングを定めるもの

酒田港中⻑期構想

• 目標年次︓2030年代半ば
• 取扱貨物量の⾒込みに応じて、施設整備や施設利用計画を定めるもの
• 港湾法第３条の３に基づく法定計画

酒田港港湾計画

⇒【令和５年⼀部変更】
⇒【令和７年軽易な変更】

（予定）

山形県地方港湾審議会条例第３条１号により港湾計画に関することは、
知事の諮問に応じ審議する。

【平成31(2019)年策定】

＜港湾計画変更の区分＞
● 改訂

⽅針または港湾の能⼒に関する著しい変更
● ⼀部変更

⽅針または港湾の能⼒に著しい変更を生じず、「軽易な変更」に該当しない変更
● 軽易な変更

比較的規模の⼩さい変更（港湾法施⾏規則第1条の12に規定）

【令和２(2020)年改訂】
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酒田港の主な施設と変更対象箇所

展望台

臨港道路
宮海線

北港地区

臨港道路 大浜宮海線

臨港道路
大浜袖岡線

JR酒田駅

臨港道路
大浜光が丘線

臨港道路
大浜線

臨港道路
宮海北護岸線臨港道路

酒田臨海1号線

臨港道路
外港ふ頭2号線

臨港道路
古湊線

Google

国道112号

高砂
埠頭岸壁

古湊
埠頭岸壁

宮海埠頭岸壁

大浜
埠頭岸壁

⻄埠頭岸壁

袖岡
埠頭岸壁

酒田共同⽕⼒
専用岸壁

酒田共同⽕⼒
石炭岸壁

南防波堤

第⼆北防波堤

北防波堤

⻄護岸

臨港道路
⻄埠頭運河線

最上川

外港地区

本港地区

酒田みなとＩＣ

（主）酒田八幡線

軽易な変更
対象箇所

（本港地区）

JR酒田港駅
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３ 酒田港港湾計画軽易な変更の内容
① 小型クルーズ船需要への対応
② 漁船の⼤型化への対応
③ 橋梁の拡幅計画への対応
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酒田港港湾計画 軽易な変更の概要

② 水産埠頭
• 漁船の大型化に対応するため、⽔産第１

岸壁の⽔深を変更する。

③ 本港地区漁船だまり
• 橋梁の拡幅に伴い、新井⽥川右岸物揚

場の延⻑を変更する。

位置図
① 東埠頭
• ⼩型の高級クルーズ船需要に対応するた

め、東ふ頭新町岸壁において、 「利用形
態の⾒直しの検討が必要な区域」を削除
し、旅客船埠頭計画を追加する。



ル・ソレアルロストラル

酒⽥港寄港状況（令和6年4月11日 ）

① 本港地区における小型クルーズ船入港への対応
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船名 総トン数
(GT)

全⻑ 幅 喫⽔ 旅客定員

ロストラル
ル・ソレアル 10,944トン 142.1m 18.0m 4.9m 264人

＜対象船舶＞

離・着岸操船

回頭操船

シミュレーションモデル シミュレータ室

＜操船シミュレーション＞

既定計画(令和２年２月改訂)では、本港地区の東ふ頭新町岸壁へ⼩型クルーズ船の入港・着岸が
可能か未確認であったため、「利用形態の⾒直しの検討が必要な区域」としていた。令和２年度
に航⾏安全調査を実施し本港地区へ入港・着岸が可能なことを確認し検討を完了した。

 調査結果を航⾏安全調査委員会※で議論し、航路の拡幅や岸壁の防舷材・係船柱の整備などを⾏い、条件を整えることで、対象船舶を限
度として入港・着岸可能という結果を得た。
※酒⽥港及び船舶交通等に関する専門的知識を有する者や酒⽥港を管理・管轄する関係官公庁等により構成する委員会

【航⾏安全調査の内容】

背景

シミュレーション状況

出典（iCruiseホームページより）



→ 変更
→ 削除

物 資 補 給 岸 壁

利用形態の見直しの検討が必要な区域
公 共 岸 壁

① 本港地区における小型クルーズ船入港への対応

変更前 変更後
●利用形態の⾒直しの検討が必要な区域

本港地区においては、⼩型の高級クルーズ船等の多様なクルーズ需
要に対応し、港における賑わい空間を形成するため、「利用形態の⾒
直しの検討が必要な区域」を設定する。

●旅客船埠頭計画
⽔深７．５ｍ 岸壁１バース 延⻑２６０ｍ

（削除）
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●物資補給等の施設※

⽔深７．５ｍ 岸壁２バース 延⻑２６０ｍ

●利用形態の⾒直しの検討が必要な区域

※通常の荷役を⾏う施設ではなく、作業船、官公庁船等の係留や、貨物船等の燃料・⽔・⾷料・日
用品等の補給を⾏う施設。

本港地区にて、⼩型の高級クルーズ船等の多様なクルーズ船需要に対応するため「利用形態の⾒直
しの検討が必要な区域」を削除し、旅客船埠頭計画を追加する。

変更
概要
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② 漁船の⼤型化への対応

⽔産第１岸壁

延⻑ 計画⽔深
対象船舶

総トン数(GT) バース

140m 4.5m 150トン 2

＜施設諸元＞

船名 総トン数(GT) 全⻑ 幅 喫⽔

第86若潮丸 199トン 41.8ｍ 7.2ｍ 4.8ｍ※

＜対象船舶＞ 大型化

（参考）イカ釣り船団出航式状況

×

近年イカ釣り漁船が大型化しており、令和２年竣功の「第86若潮丸」は喫⽔(船舶に必要な⽔深)が4.8ｍとなり、
荷役している⽔産第１岸壁の計画⽔深は4.5ｍであることから⽔深が不⾜する。背景

※ 岸壁⽔深は、余裕⽔深10％を確保するため5.5ｍが必要
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② 漁船の⼤型化への対応

●公共埠頭計画
本港地区 水産埠頭

⽔深４．５ｍ 岸壁２バース 延⻑１４０ｍ

●公共埠頭計画
本港地区 水産埠頭
⽔深５．５ｍ 岸壁１バース 延⻑７０ｍ
⽔深４．５ｍ 岸壁１バース 延⻑７０ｍ

変更前 変更後

公 共 岸 壁 （既 設） 公 共 岸 壁 （今回計画）

漁船の大型化に対応するため、⽔産第１岸壁１４０ｍのうち７０ｍを、⽔深4.5ｍから5.5ｍへ変
更する。

変更
概要
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③ 橋梁の拡幅計画への対応
道路事業にて⼀般国道112号実生橋が架け替えとなり道路幅員が拡幅される。それにより港湾施設である新井⽥

川右岸物揚場の6ｍ区間が拡幅範囲にかかることから当該施設が撤去される。

酒⽥市役所

＜道路事業の概要＞

⼭居倉庫

⼀般国道112号
酒⽥市⼭居町・本町
昭和11年竣工
令和3年度より事業化
事業延⻑ 約160ｍ

(内橋梁部43.1m) 実生橋

現況 計画

物揚場(係留施設)の減少
→ 港湾計画を変更

取付護岸(外郭施設)の減少
→ 港湾計画の変更不要

︓港湾施設

幅 約15ｍ

新井⽥川右岸-2.0m物揚場
延⻑ 526m → 520m(変更)
漁船配置計画︓33隻(影響なし※)

←

新
井
⽥
川

︓漁船（⽔深2.0ｍ級、⻑さ10.5ｍ)

×実生橋

＜酒田港港湾計画＞
漁船だまり配置計画

※既定計画の漁船配置は約350ｍ(33隻×10.5ｍ)であり、今回減少では漁船
配置への影響はない。なお、漁船隻数は現況の利用状況に基づき設定している。

背景

幅 約20ｍ
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③ 橋梁の拡幅計画への対応

変更前 変更後

●小型船だまり計画
本港地区漁船だまり

物揚場 ⽔深２ｍ 延⻑５２６ｍ

●小型船だまり計画
本港地区漁船だまり

物揚場 ⽔深２ｍ 延⻑５２０ｍ

実生橋

(右岸上流)
6m削除

×

※

公 共 物 揚 場 （既 設） 公 共 物 揚 場 （今回計画）

実生橋

⼀般国道112号実生橋の拡幅により物揚場の⼀部が橋梁にかかることから、物揚場延⻑を６ｍ減と
する。

変更
概要
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変更計画に対応する埠頭⽤地

① 旅客船埠頭計画
埠頭用地
（旅客施設用地）
０．３ｈａ

② 公共埠頭計画
埠頭用地
（荷捌施設用地及び保管施設用地）
１．４hａ

③ 小型船だまり計画
埠頭用地
０．７hａ※

 公共埠頭計画
埠頭用地
（荷捌施設用地及び保管施設用地）
２．４hａ

※ 物揚場背後は、既定計画では 荷捌施設用地及び保管施設用地 2.4ha に含まれていたが、実態は⼩型船だまり計画であるため 0.7ha を当該計画の埠頭用地とする。

今回変更(①〜③)に伴い、対応する背後の埠頭用地を計画する。変更
概要

変更前 変更後


